
石油化学工業協会 

 ２０２３年１０月実績概要（メモ）  

（２０２３．１１．２２） 
 
生産調整の長期化が続く中、各誘導品の生産は、定修要因や需要構成の差から格差がでる。 
 
１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４４７，５００トン  
 前 月  比    ＋３．７％（＋１５，８００トン） 
 前年同月比    ▲４．８％（▲２２，６００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月８１．５％* → 当月８２．６％ ← 前年同月８４．８％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 １社１プラント 
２０２３年１～１０月累計生産量 ４,３７２．０千㌧ 前年同期比 ▲２．０% 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比は、日数増加とともに定修規模差や稼働率要因から、LDPE、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EO、
EG、AN、BR などの８品目がプラス。PS、SBR、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの９品目はマ
イナスとなった。 
前年比は、稼働率要因等から、LDPE、HDPE、PS、トルエン、キシレンなどの１０品目がマイナス。
塩ビモノマー、MMA モノマー、SBR、BR などの７品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比は、日数の増加や定修規模の縮小から LDPE、PP はプラス。HDPE、PS は定修規模の増加
や稼働率要因からマイナスとなった。 
前年比は、生産調整の影響もあり LDPE、HDPE、PS はマイナス。PP は定修規模の差からプラス
となった。 

ロ）国内出荷 
物価上昇の度合いは和らぎつつも消費マインドは足踏みがみられている。国内の生産活動は、輸送機
械、電子部品等での増加予測が続くとともに、生産マインドにおいても直近では、改善傾向が見られ
ている。 
汎用樹脂の出荷は、前月比は、LDPE は供給量の回復もありプラスとなったが、HDPE、PP、PS は
マイナスとなった。 
前年比は、４樹脂ともに前年割れとなった。分野別には、フィルム等の包材関係は、未だに前年を下
回る状況が続いている。包材関係以外では、当月は LDPE の射出成形分野、HDPE のパイプ分野で
増加が見られた。PP は、射出成形分野が７カ月連続して前年を上回っている。PS は、多くの分野
がマイナスとなったが、雑貨・産業分野のみは久方ぶりにプラスに転じた。 

ハ）輸    出 
域内の供給の潤沢感もあり、引き合いを急ぐ動き見られていない。比較上、前月比では、LDPE、PP、
PS はプラス。HDPE のみはマイナスとなった。前年比は、前年の輸出が低調であったこともあり
LDPE、HDPE、PP はプラス。PS は長らくの間マイナスが続いている。 

ニ）在    庫 
在庫量は、前月に対して、LDPE、HDPE、PS で減少、PP のみは僅かに増加した。在庫率(季節調
整済）は、HDPE、PP は上昇、PS は前月並み、LDPE は低下した。在庫水準としては、LDPE、
HDPE は高め、PP は若干の緩和、PS はほぼ適正水準にある。 

 
 
 
 
 
 
 

前月からの修正を*で付記 
以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％ －  
 定修要因等   ▲  １．１ ％ ▲  ２．４  ％  
 能力増減 －    ＋   ０．４ ％  
 稼働率変動 ＋  １．５ ％ ▲  ２．８  ％  
 生産増減率 ＋ ３．７  ％ ▲  ４．８  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
９月末 １０月末 

LDPE ▲１７，８００ ３．５ ３．４ 
HDPE ▲ ７，７００ ３．４  ３．５ 
P   P ＋ １ ９００ ３．０ ３．２ 
P   S  ▲ ４，２００ １．９ １．９ 


